
大阪民医連
（大阪民主医療機関連合会）

〒541-0054 大阪市中央区南本町2-1-8 創建本町ビル2階
TEL. 06-6268-3970
http://www.oskmin-igakusei.com/ 医学生・研修医ドットコム 検索

　大阪民医連は、無差別・平等の医療と福祉の実現をめざす組織です。2025年、連合会設立から72年を迎えま
した。現在、4つの病院、48の診療所、7つの歯科診療所、31の訪問看護ステーション、34の保険薬局、2つの老
人保健施設、薬剤・診療材料センター、看護専門学校、検査センター、在宅看護支援センターそして社会医学研
究所が、大阪民医連に加盟しています（2025年1月時点）。病院・診療所での実習を、随時受け入れています。
※医学生サポートセンターは、阿倍野医学生サポートセンター（大阪公立大学近辺）、枚方医学生サポートセンター（関西
医科大学近辺）、狭山医学生サポートセンター（近畿大学医学部近辺）の3つです。

Osaka Min-iren
おおさか民医連

私たちは

大阪民医連の病院紹介（詳細は各病院のHPをご覧ください）

耳原総合病院 （病床数 386床）

東大阪生協病院 （病床数 99床） コープおおさか病院 （病床数 166床）

西淀病院 （病床数 218床）

臨床研修
指定病院

臨床研修
指定病院

●大阪府堺市堺区協和町4丁465　TEL.072-241-0501㈹
●南海高野線堺東駅よりバス10分

●大阪市西淀川区野里3-5-22　TEL.06-6472-1141
●JR東西線御幣島駅徒歩5分

●東大阪市長瀬町1-7-7　TEL.06-6727-3131
●近鉄大阪線長瀬駅徒歩3分

●大阪市鶴見区鶴見3丁目6-22　TEL.06-6914-1100
●地下鉄長堀鶴見緑地線今福鶴見駅徒歩4分

●対象学年と奨学金（月額）

大阪民医連では、いつでも、どこでも、だれもが安心してよい医療を提供できる医療機関を目指し
ています。私たちの医療活動に共感し、ともに働く意思のある方を対象に奨学金を貸与しています。奨学金

制度

1～2年生
1～2年生　50,000円
全　学　年　100,000円

Aコース
Bコース

3～4年生　60,000円 5～6年生　70,000円

他の奨学金と併用できます。詳しくはお問い合わせください

特 

集

医学部を目指す
あなたに

読んでほしい！

特 

集

い
が
く
せ
い
だ
よ
り

　け
ん
し
ゅ
う
エ
ッ
セ
ー

医
学
生
の
た
め
の

　サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

な
に
わ
の
医
療
道
場

「
未
来
の
医
師
を
応
援
」

高
校
生
・
受
験
生
の

み
な
さ
ん
へ

合
格
H
I
S
T
O
R
Y

医
学
部
か
ら

医
師
に
な
る
ま
で
の

道
し
る
べ

facebook 医学生・研修医.comX（旧Twitter）

医学生と民医連の
情報誌

S A K A 83
2025

大阪民医連
（大阪民主医療機関連合会）

〒541-0054 大阪市中央区南本町2-1-8 創建本町ビル2階
TEL. 06-6268-3970
http://www.oskmin-igakusei.com/ 医学生・研修医ドットコム 検索

　大阪民医連は、無差別・平等の医療と福祉の実現をめざす組織です。2025年、連合会設立から72年を迎えま
した。現在、4つの病院、48の診療所、7つの歯科診療所、31の訪問看護ステーション、34の保険薬局、2つの老
人保健施設、薬剤・診療材料センター、看護専門学校、検査センター、在宅看護支援センターそして社会医学研
究所が、大阪民医連に加盟しています（2025年1月時点）。病院・診療所での実習を、随時受け入れています。
※医学生サポートセンターは、阿倍野医学生サポートセンター（大阪公立大学近辺）、枚方医学生サポートセンター（関西
医科大学近辺）、狭山医学生サポートセンター（近畿大学医学部近辺）の3つです。

Osaka Min-iren
おおさか民医連

私たちは

大阪民医連の病院紹介（詳細は各病院のHPをご覧ください）

耳原総合病院 （病床数 386床）

東大阪生協病院 （病床数 99床） コープおおさか病院 （病床数 166床）

西淀病院 （病床数 218床）

臨床研修
指定病院

臨床研修
指定病院

●大阪府堺市堺区協和町4丁465　TEL.072-241-0501㈹
●南海高野線堺東駅よりバス10分

●大阪市西淀川区野里3-5-22　TEL.06-6472-1141
●JR東西線御幣島駅徒歩5分

●東大阪市長瀬町1-7-7　TEL.06-6727-3131
●近鉄大阪線長瀬駅徒歩3分

●大阪市鶴見区鶴見3丁目6-22　TEL.06-6914-1100
●地下鉄長堀鶴見緑地線今福鶴見駅徒歩4分

●対象学年と奨学金（月額）

大阪民医連では、いつでも、どこでも、だれもが安心してよい医療を提供できる医療機関を目指し
ています。私たちの医療活動に共感し、ともに働く意思のある方を対象に奨学金を貸与しています。奨学金

制度

1～2年生
1～2年生　50,000円
全　学　年　100,000円

Aコース
Bコース

3～4年生　60,000円 5～6年生　70,000円

他の奨学金と併用できます。詳しくはお問い合わせください

特 

集

医学部を目指す
あなたに

読んでほしい！

特 

集

い
が
く
せ
い
だ
よ
り

　け
ん
し
ゅ
う
エ
ッ
セ
ー

医
学
生
の
た
め
の

　サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

な
に
わ
の
医
療
道
場

「
未
来
の
医
師
を
応
援
」

高
校
生
・
受
験
生
の

み
な
さ
ん
へ

合
格
H
I
S
T
O
R
Y

医
学
部
か
ら

医
師
に
な
る
ま
で
の

道
し
る
べ

facebook 医学生・研修医.comX（旧Twitter）

医学生と民医連の
情報誌

S A K A 83
2025



特 集特 集

医学部から
医師になるまでの
道しるべ
皆さんの想像する医学生の生活や

医師の働き方はどんなものでしょうか。
また医学部や、大阪民医連にはどんな

イベントがあるでしょうか。

今回は実際の医学生の声を参考に、
医学生生活や大阪民医連の奨学生活動のイメージを

膨らませてみましょう。

医学生の方は自分自身の医学生生活との違いや
一致点をぜひ感じてください。

では、あなたらしい医学生生活に
期待を胸に膨らませて、

ページをめくってみてください。

民医連
日　赤
厚生連
済生会

83,618

67,556

55,849

64,000

職員数
民医連の組織現勢 主な医療団体との比較

（2021.10.1）

（2022.1現在）

（2021.3.31）

（2021.3.31）

（2021.3.31）

（2022.1.31）

（2020.3.31）

（2021.3.31）

（2021.3.31）

（2022.1.31）

（2016.3.31）

（2021.3.31）

（2022.1.31）

（2020年度）

（2021.3.31）

（2020.3.31）

（2020.3.31）

（2021.3.31）

（2021.3.31）

（2020.3.31）

民医連
日　赤
厚生連
済生会

１日平均の入院患者数

（健康管理センター 2を含む）

民医連
日　赤
厚生連
済生会

55,417

約60,000

約61,000

約35,900

１日平均の外来患者数
（2020年度）

（2020年度）

（2021.3.31）

（2020.3.31）

21,329

約23,000

約23,410

約16,930

（2020年度）

（2020年度）

（2021.3.31）

（2020.3.31）

民医連
日　赤
厚生連
済生会

142

91

105

81（2020.3.31）

病院数

民医連
日　赤
厚生連
済生会

484

5

60

18

診療所数

民医連
日　赤
厚生連
済生会

24,902

35,219

32,920

22,244

病床総数
民医連
日　赤
厚生連
済生会

234

46

97

52

訪問看護ステーション数

病院
有床診療所
無床診療所
歯科診療所
訪問看護ステーション
保険薬局
薬剤・診療材料センター
看護・介護学校
検査センター
老人保健施設
介護医療院
在宅介護支援センター
特別養護老人ホーム
鍼灸所
研究所
ヘルパーステーション
グループホーム
在宅介護福祉関係
ケアハウス
その他
合計

142

12

474

78

234

349

33

8

2

51

1

24

37

3

2

51

21

212

11

13

1,758 

（調査日）

私
た
ち
民
医
連
は
、
無
差
別
・
平
等
の
医
療
と
福
祉
の
実
現
を
目
指
す
組
織
で
す
。

戦
後
、
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
と
医
療
従
事
者
が
手
を
た
ず
さ
え
て
各
地
で
民
主
診
療
所
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
9
5
3
年
、「
働
く
ひ
と
び
と
の
医
療
機
関
」
と
し
て
全
日
本
民
主
医
療
機
関

連
合
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
72
年
、
な
に
よ
り
も
地
域
の
人
た
ち
の
思
い
を
大
切
に
し
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
医
療
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

最
も
困
難
な
人
た
ち
の
立
場
に
立
っ
て
、
寄
り
添
う
。

設
立
以
来
一
貫
し
て
、無
差
別
・
平
等
の
理
念
を
掲
げ
る
私
た
ち
の
病
院
は
、差
額
ベ
ッ
ド
代
を
（※

１
）

頂
い
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
無
料
低
額
診
療
に
も
（※

２
）
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
お
金
の
あ
る

な
し
で
医
療
に
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
私
た
ち
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

　私たち民医連は、無差別・平等の医療と福祉の実現をめざす組織です。

　戦後の荒廃のなか、無産者診療所の歴史を受けつぎ、医療従事者と労働者・農
民・地域の人びとが、各地で「民主診療所」をつくりました。そして1953年、「働
くひとびとの医療機関」として全日本民主医療機関連合会を結成しました。

　私たちは、いのちの平等を掲げ、地域住民の切実な要求に応える医療を実践し、
介護と福祉の事業へ活動を広げてきました。患者の立場に立った親切でよい医療
をすすめ、生活と労働から疾病をとらえ、いのちや健康にかかわるその時代の社
会問題にとりくんできました。また、共同組織と共に生活向上と社会保障の拡充、
平和と民主主義の実現のために運動してきました。
　私たちは、営利を目的とせず、事業所の集団所有を確立し、民主的運営をめざ
して活動しています。

　日本国憲法は、国民主権と平和的生存権を謳い、基本的人権を人類の多年にわた
る自由獲得の成果であり永久に侵すことのできない普遍的権利と定めています。
　私たちは、この憲法の理念を高く掲げ、これまでの歩みをさらに発展させ、す
べての人が等しく尊重される社会をめざします。

一．人権を尊重し、共同のいとなみとしての医療と介護・福祉をすすめ、人びと
のいのちと健康を守ります

一．地域・職域の人びとと共に、医療機関、福祉施設などとの連携を強め、安心
して住み続けられるまちづくりをすすめます

一．学問の自由を尊重し、学術・文化の発展に努め、地域と共に歩む人間性豊か
な専門職を育成します

一．科学的で民主的な管理と運営を貫き、事業所を守り、医療、介護・福祉従事
者の生活の向上と権利の確立をめざします

一．国と企業の責任を明確にし、権利としての社会保障の実現のためにたたかいます
一．人類の生命と健康を破壊する一切の戦争政策に反対し、核兵器をなくし、平
和と環境を守ります

私たちは、この目標を実現するために、多くの個人・団体と手を結び、国際交流
をはかり、共同組織と力をあわせて活動します。

は
じ
め
ま
し
て
民
医
連
で
す

民 医 連 綱 領

2010年2月27日
全日本民主医療機関連合会

※

１
：
医
療
保
険
外
の
実
費
負
担
費
用
。
病
院
に
よ
っ
て
金
額
は
異
な
る
　※

２
：
低
所
得
者
な
ど
に
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
行
う
診
療

全日本民医連加盟事業所数

03 02



大阪公立大学医学部医学科 6年
芥子のぞみ
け　 し

プロフィール：大阪府泉大津市出身。清風南海高校卒。
部活：軟式テニス部、小児科ボランティアサークル
最近ハマっていること：大河ドラマ、源氏物語をよむこと
（もちろん現代語訳です）

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
大
阪
公
立
大
学
6
年
の
芥
子
の
ぞ
み
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
実
習
と
授
業
を
終
え
、
残
る
は
国
試
の
み
と
な
っ
た
今
、
私
の
医
学
生
生
活
を
ご
紹
介
し
よ
う
思
い
ま

す
。
医
学
生
は
こ
ん
な
風
に
過
ご
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

医
学
生
の
大
半
は
、
部
活
・
バ
イ
ト
に
勤
し
み
、
テ
ス
ト
週
間
は
死
ぬ
気
で
勉
強
し
、
テ
ス
ト
が
終
わ
れ
ば
旅
行
に

行
き
全
力
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
中
に
は
、
保
育
士
免
許
を
取
っ
た
り
、
化
粧
品
検
定
を
取
っ
た
り
、
モ
デ
ル
活
動
を

し
て
い
る
人
な
ど
も
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
を
好
き
な
だ
け
学
べ
る
大
学
生
期
間
を
全
力
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

大
学
生
は
た
く
さ
ん
の
自
由
・
選
択
肢
を
手
に
入
れ
ま

す
。
興
味
を
持
っ
た
こ
と
・
面
白
い
と
思
っ
た
も
の
に
積
極

的
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
　
私
が
も
う
一
度
や
り
直
す

な
ら
、
英
会
話
を
も
っ
と
頑
張
り
た
い
で
す
。
X
や
イ
ン
ス

タ
を
始
め
、
映
え
る
美
味
し
そ
う
な
お
店
に
も
先
輩
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
、「
こ
れ
が
大
学
生
か
〜
」
と
心
躍
り
ま
し

た
。
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
塾
と
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
を
選
び
ま

し
た
。
バ
イ
ト
の
仲
間
に
は
外
国
人
や
高
校
生
が
お
り
、
多

様
な
人
の
中
で
協
力
し
な
が
ら
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
お
客
さ
ん
に
理
不

尽
な
こ
と
で
怒
ら
れ
、
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
で
は
折
れ
な
い

強
い
心
を
手
に
入
れ
ま
し
た
（
笑
）。
1
年
生
は
一
般
教
養
と

語
学
、
2
年
生
は
解
剖
学
と
生
理
学
を
学
び
、
人
体
の
不
思

議
と
医
学
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

実
習
に
励
む
5
年
生

私
の
大
学
で
は
、
一
つ
の
診
療
科
を
2
週
間
ず
つ
回
り
ま
す
（
科

に
よ
っ
て
は
1
週
間
の
と
こ
ろ
も
）。
ほ
と
ん
ど
の
診
療
科
で
担
当

の
患
者
さ
ん
に
つ
き
、
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
問
診
や

診
察
を
行
い
ま
す
。
採
血
な
ど
侵
襲
的
な
手
技
を
さ
せ
て
も
ら
う
機

会
も
あ
り
ま
す
が
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い
る
も
の
の
緊
張
で
正
確
に

手
技
を
行
う
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
…
。
友
達
と
学
校
に
あ
る
模
型

で
何
度
も
練
習
し
た
の
も
い
い
思
い
出
で
す
。
患
者
さ
ん
と
直
接
関

わ
る
こ
と
で
、
言
葉
遣
い
や
自
分
が
他
人
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る

か
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
実
習
中
は
、
空
き
時
間

が
多
く
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
人
も
多
い
で
す
。
私
は
大
学
だ

け
で
な
く
全
国
の
医
療
系
学
生
と
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
医
ゼ
ミ
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

人
生
最
後
の
夏
休
み
6
年
生

6
年
生
前
半
で
、
選
択
型
実
習
を
終
え
、
夏
休

み
は
就
職
試
験
を
受
け
ま
す
。
大
学
に
寄
り
け
り

で
す
が
、
秋
に
卒
業
試
験
、
2
月
に
医
師
国
家
試

験
を
受
け
ま
す
。
常
に
勉
強
を
し
て
い
る
も
の

の
、
自
由
時
間
が
多
い
の
で
、
旅
行
に
行
っ
た
り
、

ピ
ア
ス
を
開
け
た
り
、
髪
を
明
る
く
染
め
た
り
、

ネ
イ
ル
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

初
期
研
修
先
が
決
ま
り
、
診
療
科
は
○
○
か
□
□
で
〜
、

後
期
研
修
は
ど
こ
で
〜
、
結
婚
は
〇
歳
く
ら
い
で
〜
、
子
供

は
〇
人
く
ら
い
で
〜
と
い
っ
た
将
来
の
こ
と
は
、
6
年
女
子

の
み
ん
な
で
何
度
も
盛
り
上
が
る
話
題
で
す
。
私
は
産
婦
人

科
や
乳
腺
外
科
と
い
っ
た
女
性
に
関
わ
る
診
療
科
に
進
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
先
ど
う
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
人
と
の
縁
・
出
会
い
を
大
切
に
、
仕
事
も
私
生
活
も

充
実
し
た
人
生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

こ
こ
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
こ
か
で
お
会
い
し
た
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　医ゼミは、全国医学生ゼミナールの略称です。
8月上旬～中旬に全国から医療系学生が集まり、
自分たちで考え選んだテーマに沿って、レポー
トを作成し、学習と発表と議論を行います。みん
なが納得いくまで何時間も話し合い、深夜まで
議論を行うこともしばしばあります。医ゼミスト
たちの熱意・団結力は、かけがえのない経験を
生み、達成感を得ることができます。読んでいて
堅苦しい勉強会に思われるかもしれませんが、
参加者それぞれの得意分野を生かし、楽しく取
り組んでいます。興味のある人は是非「医ゼミ」
で調べてみてください！

3
年
生
か
ら
医
学
の
勉
強
が
本
格
化
し
ま
す
。

量
が
と
て
も
多
く
、
毎
日
心
折
れ
そ
う
に
な
り
な

が
ら
頭
に
知
識
を
叩
き
込
み
ま
し
た
。
4
年
生
は

全
国
統
一
の
試
験
（
C
B
T
と
O
S
C
E
）
が
あ

り
、
合
格
す
る
とStudent D

octor

に
な
れ
ま

す
！
　
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
や
部
活
で
も
組
織
運
営

を
す
る
立
場
に
な
り
、
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
…
。
苦
し
い
時
に
共
に
支
え
あ
っ
た
仲
間

は
一
生
の
友
達
に
な
り
ま
す
！

●医ゼミの紹介

初
め
て
の
経
験
を

た
く
さ
ん
し
た
1
・
2
年
生

部
活
と
勉
強
に

大
忙
し
の
3
・
4
年
生

実習では器具も使いながら手技を行います

1～6年生の学生生活はどうちがうの？

2023 年に大阪で開催された医学生ゼミナール

将
来
の
こ
と
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徳島大学医学部医学科 4年
奥川佳依
プロフィール：兵庫県尼崎市出身。
大阪明星学園卒。
部活：サッカー部

　
は
じ
め
ま
し
て
。
徳
島
大
学
医
学
部
医
学
科
４
年
の
奥
川
佳
依
と
申
し
ま
す
。
今
回
は
大
阪
民
医
連
の
奨
学
生
活

動
に
関
し
て
、
奨
学
生
全
体
の
活
動
と
個
人
で
の
活
動
に
分
け
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
奨
学
生
全
体
で
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
大
阪
民
医
連
の
奨
学
生
は
全
国
各
地
さ
ま
ざ
ま
な
大

学
に
所
属
し
て
お
り
、
学
年
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
普
段
は
授

業
や
実
習
等
で
な
か
な
か
集
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

夏
休
み
や
冬
休
み
と
い
っ
た
長
期
休
暇
で
学
生
が
大
阪
に

集
ま
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
奨
学
生
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
会
議
」
と
い
っ
て
も
皆
さ
ん
が
想
像
す
る
よ
う
な
会
議
で

は
な
く
、あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
習
し
た
り
、デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
実
際
に
現
場
を
訪
ね
て
学
習

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
私
含
め
た
高
学
年
を
中
心
と
す
る
奨

学
生
リ
ー
ダ
ー
が
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
会
議
（
主
に
遠

隔
）
を
行
い
、
学
び
た
い
こ
と
、
設
け
た
い
テ
ー
マ
を
決
定

し
て
い
ま
す
。
学
生
が
主
体
と
な
り
学
び
た
い
こ
と
を
決

め
、
さ
ら
に
他
の
学
生
を
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
が

奨
学
生
活
動
の
醍
醐
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

時
に
は
大
阪
を
飛
び
出
し
、
県
外
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、「
公
害
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

栃
木
県
の
足
尾
銅
山
を
訪
れ
ま
し
た
。
資
料
館
で
当
時
の
状
況
を

学
び
、
実
際
に
足
尾
銅
山
を
訪
れ
、
当
時
の
労
働
環
境
の
過
酷
さ

を
、
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
後
に
学
ん
だ
こ
と

や
公
害
問
題
に
対
し
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
の
現
場
に
出
て
学
べ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、

何
よ
り
他
の
学
生
と
多
く
の
時
間
を
共
に
過
ご
す
こ
と
で
交
流
も

深
ま
り
、
そ
れ
ら
が
奨
学
生
活
動
の
楽
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
学
生
の
案
を
発
端
に
、
担
当
者
の
方
含

め
多
く
の
方
の
協
力
も
あ
り
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
奨
学
生
活

動
の
醍
醐
味
を
十
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

学
生
同
士
で
学
び
た
い
内
容
を

話
し
合
い
、
実
現
へ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

身
を
も
っ
て
体
験

続
い
て
個
人
で
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
私
は
１
年
生
の
頃
か
ら
長
期
休
暇
ご
と
に
民
医

連
の
病
院
や
診
療
所
で
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
分
が
み
た
い
科
や
体
験
し
た
い
こ

と
を
も
と
に
担
当
者
の
方
が
実
習
プ
ラ
ン
を
組
ん
で
く
だ
さ
り
、
大
阪
民
医
連
関
連
病
院
を
中
心
に

時
に
は
他
県
で
実
習
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
１
年
生
の
ま
だ
医
学
知
識
の
な
い
頃
か
ら
実
習
を
し
て
得
ら
れ
る
も
の
は
あ
る
の
か
」
と
い
う
疑

問
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
高
学
年
に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
、
今
実

習
に
行
く
と
ど
う
し
て
も
疾
患
そ
の
も
の
に
注
目
し
て
い
る
分
、
低
学
年
の
時
に
外
来
診
察
や
往
診

な
ど
の
細
か
い
所
作
や
先
生
の
言
葉
遣
い
、
表
情
に
注
目
し
て
見
学
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
が
低
学
年
の
私
に
対
し
て
非
常
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し

て
く
だ
さ
り
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
今
ま
で
の
実
習
で
経
験
し
た
こ
と
す
べ
て

が
大
き
な
学
び
と
な
り
、
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
実
習
で
は
あ
る
程
度
医
学
知
識
を
学
ん
だ

状
態
で
、
さ
ら
に
違
っ
た
視
点
で
実
習
に
臨
も
う
と
思
い
ま
す
。

個
人
で
の
活
動
は
病
院
実
習
だ
け
で
な
く
、
個
人
で
興
味
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
担
当
者
の
方
と

学
ん
だ
り
、
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
西
淀
川
地
域
の
公
害
に

つ
い
て
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
あ
お
ぞ
ら
財
団

を
訪
れ
学
習
し
た
り
し
ま
し
た
。
　

こ
の
よ
う
に
、
学
び
た
い
こ
と
を

個
人
で
も
学
べ
る
の
も
非
常
に

楽
し
い
で
す
。

「
医
学
生
と
し
て
」、

「
医
療
従
事
者
」
と
し
て
何
が
で
き
る
か

おく  がわ    か     い

具
体
的
に
行
っ
て
き
た
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
奨
学
生
活

動
で
は
講
演
や
調
べ
学
習
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
通
し
て
、
あ
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
受
け
身
に
な
っ
て
学

習
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
対
し
て
自
分
の
意
見
や
「
医

学
生
と
し
て
」、「
医
療
従
事
者
」
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
他
の
人
に
発
信
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
大
阪
空
襲
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
回
で
は
、
実
際

に
空
襲
を
経
験
さ
れ
た
方
に
当
時
の
実
体
験
や
思
い
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
大
阪
城
公
園
に
残
る
戦
跡
を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
、
学
生
間
で
講
演
の
感
想
や
、
戦
争
を

止
め
る
た
め
に
は
何
が
で
き
る
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。「
救

急
車
の
有
料
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
際
に
は
、
有
料
化
に
対
し

賛
成
派
と
反
対
派
に
分
か
れ
デ
ィ
ベ
ー
ト
し
、
立
論
と
予
想

さ
れ
る
相
手
の
立
論
に
対
す
る
反
論
を
考
え
る
こ
と
で
テ
ー

マ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
初
め
は
な
か
な
か
難
し

い
で
す
が
、
自
分
の
意
見
に
対
す
る
周
り
の
反
応
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
の
意
見
の
自
分
で
は
考

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
聞
く
こ
と
で
学
び
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

奨
学
生
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
阪
民
医
連
の
奨
学
生
活
動
で

自
分
た
ち
の
学
び
た
い
こ
と
を
学
べ
て
い
る
の
は
、
担
当
者

の
方
は
じ
め
多
く
の
方
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
を
述
べ
つ
つ
、残
り
の
学
生
生
活
も
勉
強
、実
習
、

部
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
え
、
奨
学
生
活
動
も
充
実
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
大
阪
民
医
連
の
奨
学

生
と
な
り
、
一
緒
に
学
ぶ
仲
間
と
な
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
い
で
す
。

足尾銅山で鉱毒や煙害、
労働問題を学びました

学びたいことがみんなで学べる奨学生活動

低
学
年
で
も
病
院
実
習
は
た
め
に
な
る

西淀川にあるあおぞら財団で
大気汚染公害の実情と
民医連の役割を学びました
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N
A

N
IW
A 
NO IRYO DOJY

O

大阪民医連の医療活動

押
忍

N
A

N
IW
A 
NO IRYO DOJY

O

大阪民医連の医療活動

押
忍

日
本
人
の
10
歳
〜
40
歳
の
死
因
1
位
は
「
自

殺
」
で
あ
る
（
図
表
1
）。
不
登
校
も
増
加
し

て
い
る
。
日
本
社
会
に
於
け
る
歪
み
が
、
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
の
症
状
と
し
て
噴
出
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
？　

子
ど
も
た
ち

は
、
将
来
へ
の
明
る
い
見
通
し
、
夢
を
持
て
て

い
な
い
の
で
は
？　

で
は
、
日
本
以
外
の
国
は

日
本
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
？　

否
、
日
本
人
か
ら
見
て
「
発
展

途
上
国
」
と
言
わ
れ
て
い
る
国
の
子
ど
も
た
ち

の
目
は
輝
い
て
い
る
（
図
表
2
）。　

子
ど
も
に
知
識
を
教
え
る
こ
と
は
大
切
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
逞
し
い
成
長
は
得
ら
れ
な

い
。
自
分
の
足
で
現
場
に
行
き
、
自
分
の
眼
で

見
、
耳
で
聴
い
て
、
手
で
触
っ
て
、
自
分
の
頭

で
考
え
る
と
い
う
体
験
が
、
子
ど
も
の
生
命
力

を
強
く
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
実
体
験
が
成
長
の

糧
と
な
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
大
人
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
自
分
が
楽
し
い
と
思
う
体
験
、
有
意
義
と

感
じ
る
場
を
子
ど
も
た
ち
に
経
験
さ
せ
よ
う
。

子
ど
も
は
、
一
人
で
も
自
分
を
認
め
て
く
れ
る

大
人
が
い
て
、
自
分
自
身
の
存
在
意
義
を
感
じ

楽
し
め
る
場
が
あ
る
こ
と
で
、
た
く
ま
し
く
か

つ
楽
し
く
生
き
て
い
け
る
。

東
大
阪
生
協
病
院
は
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、

こ
ど
も
保
健
大
学
、
健
康
ま
つ
り
で
の
出
店
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
子
ど
も
食
堂
（
当
院
で
は

「
0
円
キ
ッ
チ
ン
」）、
無
料
塾
、
園
・
学
校
・

児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
と

の
連
携
な
ど
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
場
を
提
供

し
、
育
つ
環
境
に
繋
い
で
き
た
。

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
人

公
の
子
ど
も
王
国
を
作
る
と
い
う
共
通
概
念
＝

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
運
営
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は

日
常
生
活
に
は
無
い
夢
が
あ
る
。
か
つ
て
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
参
加
児
も
高
校
生
・
大
学
生
・

社
会
人
に
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
手
伝

い
に
来
て
く
れ
、
子
ど
も
時
代
の
夢
を
参
加
児

や
職
員
と
共
有
す
る
。
ま
た
、「
0
円
キ
ッ
チ
ン
」

は
、
栄
養
科
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
献
身
的
な
奮

闘
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
毎
回
2
0
0
人
を
超

え
る
子
ど
も
・
家
族
が
豪
華
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

取
り
に
来
て
遊
ん
で
帰
る
。
当
院
に
ま
わ
っ
て

く
る
研
修
医
も
お
手
伝
い
し
楽
し
ん
で
く
れ
て

い
る
。
当
院
に
は
、
こ
の
よ
う
な
一
般
の
医
療

機
関
に
は
な
い
子
ど
も
が
育
つ
場
、
魅
力
・
強

み
が
あ
る
。

も
う
一
つ
、
将
来
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
政
治
を
動
か
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

自
分
と
そ
の
周
り
の
一
部
の
人
た
ち
だ
け
が

幸
せ
に
な
る
よ
う
な
社
会
を
作
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
人
た
ち
だ
け
が
政
治
に
関
わ
る
（
投
票

に
行
く
、
議
員
に
立
候
補
す
る
等
）
と
し
た
ら
、

そ
の
限
ら
れ
た
人
た
ち
だ
け
が
幸
せ
に
な
る
社

会
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
民
一
人
ひ

と
り
が
自
分
た
ち
の
未
来
社
会
を
作
っ
て
い
く

と
い
う
気
持
ち
で
行
動
（
投
票
な
ど
）
す
れ
ば
、

世
の
中
変
わ
っ
て
い
く
。
事
実
、
日
本
以
外
の

多
く
の
国
は
国
民
の
意
思
で
ど
ん
ど
ん
い
い
方

向
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

例
え
ば
、
世
界
に
は
非
核
兵
器
地
帯
と
い
う

の
が
あ
る
。
国
際
条
約
に
よ
っ
て
、
核
兵
器
の

生
産
、
保
有
な
ど
が
禁
止
さ
れ
た
地
帯
の
こ
と

を
い
い
、
核
兵
器
国
が
当
該
地
域
へ
の
核
兵
器

に
よ
る
攻
撃
や
威
嚇
を
行
う
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
る
。
平
和
を
求
め
る
諸
国
民
の
総
意
で
決

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
で
は
南
半
球
の
大

部
分
は
非
核
兵
器
地
帯
と
な
り
、
核
保
有
国
を

包
囲
し
て
い
る
。

大
人
た
ち
が
明
る
い
未
来
へ
の
確
信
を
持
っ

て
生
き
る
こ
と
、
未
来
づ
く
り
の
仲
間
た
ち
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
＝
そ
の
背
中
を
見
せ
る
こ

と
が
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
ち
、
自
殺
や
不

登
校
や
心
身
症
な
ど
の
予
防
・
治
療
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

春本 常雄 Harumoto Tsuneo
（鹿児島ラ・サール高校卒）

（東大阪生協病院 小児科部長）
PROFILE：岐阜大学1983年卒。耳原総合病院で初期研修。
1993年4月～東大阪生協病院小児科　現在に至る。
小児科専門医、日本小児科医会子どもの心相談医、全日本民医連小児医療研究会世話人など。

子どもたちが夢を持てる社会づくりを

なにわの医療道場「こんなコト聞きたい」大募集！

　なにわの医療道場では、テーマを変えて医師を目指す方たちへメッセージを掲
載しています。技術的なことだけでなく、「医師にとっての志」「社会の中での医
師の役割」など、テーマは多数。取り上げてほしいテーマなどございましたら大
阪民医連までご連絡ください。

大阪民主医療機関連合会（大阪民医連）
〒541-0054 大阪市中央区南本町2-1-8　創建本町ビル2階
TEL：06-6268-3970　FAX：06-6268-3977
E-mail：igakusei@oskmin.com

今回の今回の
ドクタードクター

図表1：年齢（５歳階級）別 死因順位

図表2：
輝く子どもたちの目
出 典： 日 本 ユ ニ セ フ 協 会
UNICEF東京事務所HPより

第１位 第２位 第３位

0歳 先天奇形、変形
及び染色体異常

周産期に特異的な
呼吸障害等 不慮の事故

1～4歳 先天奇形、変形
及び染色体異常 悪性新生物〈腫瘍〉 不慮の事故

5～9歳 悪性新生物〈腫瘍〉 不慮の事故 先天奇形、変形
及び染色体異常

10～14歳 自　殺 悪性新生物〈腫瘍〉 不慮の事故
15～19歳 自　殺 不慮の事故 悪性新生物〈腫瘍〉
20～24歳 自　殺 不慮の事故 悪性新生物〈腫瘍〉
25～29歳 自　殺 悪性新生物〈腫瘍〉 不慮の事故
30～34歳 自　殺 悪性新生物〈腫瘍〉 心疾患
35～39歳 自　殺 悪性新生物〈腫瘍〉 心疾患
40～44歳 悪性新生物〈腫瘍〉 自　殺 心疾患
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平日、日本各地にある民医連加盟の病
院や診療所で医師体験を実施しています。

お近くの事業所をご紹介しますのでお気軽にご相談ください。医
師体験では医師との懇談や診察見学、病院・診療所の検査機器な
どの見学やオペ室見学、時にはカンファレンスに参加したり、訪
問診療で患者さんのお家に伺ったり、あまり見ることのない医師
の働き方を知ることができます。また、介護施設などの福祉施設
見学もできますので、事前に興味のあることを教えてください。

６月に医学生とのしゃべり場を開催
しています。さまざまな大学の医学生
に受験時の悩みや勉強の仕方、予備校
の選び方等ざっくばらんにお話しする
ことができます。時には保護者の方の
悩みにもこたえてもらうことも。医師
とのしゃべり場も10月にあります。
しゃべり場に協力してくれる医学生ボ
ランティアも募集中です！

医学部受験には避けて通れない、医療倫理の分野
から「安楽死」や「セクシャルマイノリティ」など
をテーマに学習と交流を行っています。教材から、
「患者の立場ならどう思いますか？」「家族の立場な
ら？」「お医者さんの立場なら？」と、さまざまな立
場での視点でディスカッションをします。自分の意
見をしっかり伝え、相手の意見も尊重し、医師と一
緒に、多様な意見があることを学びます。医師や医
学生との交流もしっかりできます。

推薦入試前と共通テスト後の時期に開催。
「面接とは？」のレクチャーの後、医師と管理
職の面接官を前に面接を行います。志望大学の過
去の面接内容を質問項目にあげ、面接後はフィー
ドバックを行います。交流会では参加者や医師と
の交流も行います。

高校生・受験生のみなさんへ

未来の医師を応援

医学部をめざす

その他、合格お
めでとう会 & 入

学前実習や

さまざまなボラ
ンティア活動も

やっています !!その他、合格お
めでとう会 & 入

学前実習や

さまざまなボラ
ンティア活動も

やっています !!

医師体験

模擬面接会

私は1年の浪人を経て大阪大学医学部医学科に合格しました。その道のりを、私が特に成長した
と感じる高校時代をメインに振り返ろうと思います。
私が医学部を志望し始めたのは高校2年生の秋ごろで、比較的遅い方でした。紆余曲折ありまし
たが、かねてより心身の健康を守ることが幸福の必須条件だと思っていたため、最終的には医師
を志すようになりました。
昔からの負けず嫌いが力となり、小中高通して勉強は頑張っていました。高校は幸い進学実績
の良いところに入学できたので、学校を信頼して授業を真剣に受けていました。私の通っていた
高校では授業前の予習を徹底し、授業の内容を最大限吸収するという方針が取られていました。
もちろん周りには予習をサボる人もたくさんいましたが、私は毎回手を抜かず、授業後も分から
なかったところは積極的に質問をして、定期テストで高得点を取るようにしていました。
志望校が決まると勉強の熱意はさらに高まり、自分で参考書や問題集を買い、勉強計画を立て
て自主学習に励むようになりました。しかし、自分に最適な勉強計画をいきなり立てるのは困難で、
時にはパンクしたり、大きく抜け目があったり…。それでも次第にペースがつかめると順調に結
果は出てきました。
そんな調子で受験を迎えましたが、やはり医学部入試の壁は高く、現役時は一歩及ばず…。ただ
現役生の後半では自分なりの勉強スタイルが確立できていたので、そのままのペースで勉強を続
け、浪人時はある程度余裕を持って合格することができました。
合格までを振り返って良かったと思うのは、「やるべきこと」をきちんとこ
なしたこと、そして自分と向き合い、自分なりの最適なペースを見つけられ
たことです。もちろん、大学に入学してからもこの学びを活かして、医師へ
の道を着実に進んでいけたらと思います。
受験期は特に先が見えにくく、不安な日々が続くと思いますが、私の経験
が、悩みながらも頑張ろうとする誰かにとって少しでも助けになれば
幸いです。夢に向かって努力する皆さんを応援しています。

合格HISTORY

夢をあきらめないあなたへ　先輩からの応援メッセージ !!

林　黎（岡山朝日高校卒）
大阪大学 2年
はやし れい

※現在は各病院と一部の診療所で感染対策を徹底した上でおこなっております。

「やるべきこと」をこなし、
自分と向き合い最適なペースを見つける

医療・倫理

セミナー

申し込み
方法

または医師体験 イベント
大阪医学生・研修医ドットコム 検索
http://www.oskmin-igakusei.com/

医学生・医師

としゃべり場
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医学生の活動を紹介します

いがくせいだより
研修医の思いを聞いてください

けんしゅうエッセー

VOL.18ESSAY.19
IKUO

YAMASAKI
西淀病院　山崎郁夫

（高津高校卒）

AYANO
NAKATANI

関西医科大学 3年　中谷彩乃
（奈良女子大学附属高校卒）

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
関
西

医
科
大
学
3
年
の
中
谷
彩
乃
で
す
。
今
日
は
、

私
が
所
属
す
る
学
習
サ
ー
ク
ル
の
コ
ナ
モ
ン

ズ
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
か
ら
医
学
生
に
な
る
み
な
さ
ん
は
、
ど

ん
な
学
生
生
活
を
送
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す

か
？　

部
活
を
楽
し
む
、
バ
イ
ト
に
行
く
、

バ
イ
ト
を
す
る
、
そ
の
上
勉
強
も
し
っ
か
り

や
っ
て
…
そ
ん
な
プ
ラ
ン
を
立
て
ら
れ
て
お

る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

大
学
と
高
校
と
の
一
番
大
き
な
違
い
は
な

ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
自
由
度
だ
と
思

い
ま
す
。
高
校
で
は
、
皆
が
同
じ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
勉
強
し
、
宿
題
を
出
さ
な
け
れ
ば
先

生
が
催
促
し
て
く
れ
ま
す
。
課
外
活
動
も
部

活
動
や
学
園
祭
な
ど
、
学
校
側
が
選
択
し
た

枠
組
み
で
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
対
し
、

大
学
で
は
、
授
業
を
さ
ぼ
っ
て
も
怒
ら
れ
た

り
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
席
日
数
が
足
り
な
け

れ
ば
、
問
答
無
用
で
留
年
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

部
活
動
の
事
務
や
運
営
も
学
生
が
行
わ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
大
学
生
活
で
は
主
体
的
に
行
動

し
な
け
れ
ば
、
充
実
し
た
学
生
生
活
は
得
ら

れ
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
話
が
そ
れ
ま

し
た
が
、
コ
ナ
モ
ン
ズ
が
何
を
し
て
い
る
か

で
す
。
コ
ナ
モ
ン
ズ
で
は
、
大
体
月
に
一
度
、

大
阪
の
大
学
か
ら
数
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
持
ち
寄
り
ま
た
は
外
部
の
方
に
講
演
し

て
い
た
だ
く
形
で
学
習
会
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
医
療
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、

一
見
関
係
な
い
よ
う
な
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ

で
す
。
学
習
会
を

聞
い
た
後
に
は

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
な
っ
て
い

て
、
共
通
の
問
い

に
対
し
、
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

持
っ
た
意
見
を
交

わ
し
ま
す
。
一
つ

の
意
見
に
対
し
疑

問
が
ぶ
つ
け
ら

れ
、
そ
れ
に
つ
い

て
ま
た
考
え
る
こ

と
で
そ
の
問
い
に

対
し
て
の
考
え
が
深
ま
っ
て
い
く
、
そ
ん
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ナ
モ
ン
ズ
は
全
国
医
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
医
ゼ
ミ
）
と
い
う
全
国
的
な
学
習
イ
ベ

ン
ト
へ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も
機

能
し
て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
行
な
っ
た
学

習
を
医
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
発
表
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

医
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
医
師
国
家
試

験
に
合
格
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

楽
し
み
、
良
い
仕
事
を
す
る

た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
し
、
自
身
の
行
動
の
軸

や
、
他
人
と
の
関
係
性
を
模

索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
コ
ナ
モ
ン
ズ
や

医
ゼ
ミ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
も
と
に
、
自
ら
学
び
、

よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
考
え

る
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
大
学
で
の
活
動
の
一
つ

と
し
て
コ
ナ
モ
ン
ズ
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

研
修
医
に
な
る
以
前
は
子
ど
も
に
携

わ
る
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
大
人
に

な
る
に
つ
れ
、
身
近
な
家
族
や
友
人
の

生
死
に
立
ち
会
う
機
会
も
増
え
る
中
で
、

医
師
の
仕
事
や
医
療
現
場
を
目
の
当
た

り
に
し
「
命
を
守
る
仕
事
」
の
尊
さ
に

強
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
経
験
を
繰
り
返
す
中
で
少
し
ず
つ
医

師
へ
の
道
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
子
ど
も

に
関
わ
る
仕
事
で
の
経
験
を
生
か
し
た

医
療
が
し
た
い
と
考
え
、
医
師
に
な
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

医
学
部
で
は
入
院
患
児
と
遊
ぶ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
子
ど
も
無
料
塾
に
も

参
加
し
ま
し
た
。
重
症
疾
患
を
抱
え
つ

つ
も
無
邪
気
に
遊
ぶ
患
児
の
姿
や
、
ご

家
族
の
願
い
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
を
通

し
て
、
子
ど
も
達
の
力
に
な
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

無
事
に
医
師
国
家
試
験
に
も
合
格
で

き
、
現
在
研
修
医
2
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
実
際
に
医
療
の
現
場
に
立
っ
て

深
く
実
感
し
た
こ
と
は
「
患
者
さ

ん
の
命
を
守
る
た
め
に
は
勉
強
が

必
要
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
知
識

や
技
術
が
あ
っ
て
こ
そ
医
師
は
患

者
さ
ん
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
知
識
や
技
術
が
不
十
分

で
あ
れ
ば
命
を
守
れ
な
い
ば
か
り

か
、
逆
に
危
害
を
与
え
う
る
」
と

い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
医

師
に
な
っ
て
か
ら
も
勉
強
の
日
々

で
す
が
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の

役
に
立
て
た
と
き
の
達
成
感
は
格

別
の
も
の
で
し
た
。

さ
て
、
春
で
2
年
間
の
初
期
研

修
が
修
了
を
迎
え
ま
す
。
私
は
小

児
科
へ
進
む
予
定
で
あ

る
た
め
、
大
人
の

患
者
を
中
心
に

診
る
の
は
残
り

数
カ
月
と
な

り
ま
す
。
ま
ず

は
最
後
ま
で
、
一

つ
ひ
と
つ
の
症
例
を

丁
寧
に
学
び
あ
げ
た
い
と
考
え

ま
す
。

そ
し
て
、
4
月
か
ら
は
、
専
門
医
研
修

と
い
う
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。
高

い
専
門
性
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
期

待
と
、
そ
の
責
任
の
重
さ
や
体
力
面
で
の

不
安
と
が
交
錯
す
る
中
で
、
医
師
と
し
て

の
成
長
を
目
指
し
、
毎
日
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
子
ど
も
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
頼
れ
る

小
児
科
医
」
を
目
指
し
て
。

山崎郁夫PROFILE
●琉球大学2023年卒業、
　西淀病院初期研修2年目

子どもやご家族が安心して頼れる小児科医に

自
ら
学
び
、
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
考
え
る

学
生
が
つ
ど
う
コ
ナ
モ
ン
ズ
は
い
か
が

2023年に開催された全国医学生ゼミナールin大阪で
分科会発表しました
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応募方法

国 試 対 策 に も 役 立 つ

PROFILE●2024年三重大学卒業、
耳原総合病院にて初期研修中。

応募締め切り：2025年6月30日（月）　E-mail送り先：igakusei@oskmin.com　「なるほど道場」プレゼント係
応 募 方 法 ：

大阪民主医療機関連合会（大阪民医連）
〒541-0054 大阪市中央区南本町2-1-8　創建本町ビル2階　TEL：06-6268-3970　FAX：06-6268-3977

Q1

Q2

締め切り　2025年6月30日（月）

国試対策にも役立つ問題を3問出題します。正解者の中から抽選で10名様に
「Quoカード1000円分」をプレゼントします。当選者の発表は賞品の発送を
もって代えさせていただきます。クイズの正解は次号で発表します。

a 50cm　　　　b 75cm　　　　c 95cm　　　　d 100cm

a Landau 反射　　b パラシュート反射　　c Moro 反射　　d Babinski 反射

a 乳児　　b 12 ヶ月　c 1 歳 6ヶ月　　d 3 歳

No.82の答え

①～③までの答えを明記し「お名前」「ご住所」「電話番号」「大学名・学年」「取り上げてほしい
記事」を記入し、左のE-mailアドレスまで送信するか同封のはがきにご記入のうえ下記住所ま
でお送りください。ご不明な点は下記までお問い合せください。

飯塚洋史
いいづかひろふみ

Q1. ⓐ　Q2. ⓒ　Q3．ⓓ（ただし、これにとどまらない）

（愛知県立千種高校卒）

新生児期の発達について、以下の内正常の身長はどれでしょう。

以下の内、原始反射と言われるのはどれでしょう。

Q3 母子保健法に基づき、市町村で健診が必須時期はいつでしょう。２つ選べ。

出題してくださる先生

@osaka.miniren.igakusei @oskmin_igakusei http://www.oskmin-igakusei.com/

・

皆さんに当会の取り組みを知ってもらうために担当スタッフが様々な記事を絶賛配信中です。
イベントや病院見学など、みなさんにも有益なお知らせを散りばめています。
気にいった記事があったら、ぜひみなさんの　　　　　  をお願いします。

今 回 の 出 題

S U P P O R T  C E N T E R

阿倍野医学生サポートセンター
〒545-0051 大阪市阿倍野区旭町 1-1-17　サンビル阿倍野 4階

枚方医学生サポートセンター
〒573-0051大阪府枚方市三矢町 5-18　メゾン枚方 114号室

狭山医学生サポートセンター
〒589-0023 大阪府大阪狭山市大野台1-32-62　ソレイユイシド2階

医 学 生 の た め の

サポート
センター

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

大阪民医連では近畿大学狭山キャンパス、大阪公立大学阿倍野キャンパス、関西医科大学枚方キャン

パスの近くに医学生サポートセンターを開設しています。無料で使用できる印刷機を設置していた

り、Wi-Fiもあります。水曜日や木曜日にランチ会やディナー会を行っていますので、お気軽に利用して

くださいね。

関西医科大学から徒歩５分の場所
にあります。
マンションの一室にあり、アット
ホームな雰囲気です。
毎週水曜日、木曜日にランチ会や
ディナー会を行っています。

大阪公立大学から徒歩３分の場所
にあります。交差点をわたってす
ぐ‼ 自習室のような場所です。

枚　方

狭　山

阿倍野

近畿大学狭山キャンパスから徒
歩５分の場所にあります。奥に
は畳の部屋もあり、毎週水曜日
にみんなでランチ会や月に１
回、ディナー会をしています。

阿倍野医学生サポート
センター
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